
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
柱に反力をとるプッシュアップ装置によって駆動階を先行上昇させ、同駆動階の直下階の
床上で次上階の建築作業を進める駆動階先行上昇型建築工法において、
駆動階に引張材の一端を固定し、前記引張材の他端は柱の建て方誤差を補正する向きに略
水平方向の補正力を発生させる角度で既設の躯体に固定し、前記駆動階を若干上昇させて
、前記引張材に発生する張力と駆動階の上昇力との合力を補正力として柱の建て方誤差を
補正し、しかる後、前記柱と次上階梁を本接合して固定することを特徴とする柱の建て方
精度の補正方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、建物の最上階として使用される屋根代用の駆動階を先行して上昇させ、駆動
階の直下階の床上で次上階の建築作業を進める駆動階先行上昇型建築工法において実施さ
れる、施工時の柱（鉄骨柱）の建て方精度を補正する方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来一般のタワークレーン等を用いて建物を構築する工法においては、３層程度の鉄骨
柱を本設床の上方に仮組みした後、各鉄骨柱の頂部に複数本のワイヤを四方、八方に取付
け、トランシット等を用いて各鉄骨柱の建て方精度を測定し、誤差があると前記複数本の
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ワイヤのうち誤差を補正するのに適切なワイヤを 等で引っ張り、鉄骨柱の
建て方精度を１本ずつ補正する方法が行われている。
【０００３】
しかし、上記方法は駆動階先行上昇型建築工法にはそのまま適用できず、また、駆動階先
行上昇型建築工法特有の鉄骨柱の建て方精度を補正する方法についての格別な実施例等は
ない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　上記した従来一般の鉄骨柱の建て方精度を補正する方法は、各鉄骨柱に複数のワイヤを
取付ける他、１本のワイヤに１個ずつ 等を使用するから、仮設資機材が多
く必要になる。また、ワイヤを鉄骨柱の頂部に取り付ける作業は本設床からおよそ１２ｍ
程の高所で行われるため危険な場所で手間の掛かる作業になっている。更に、鉄骨を粗い
精度で仮組みした後、鉄骨柱の建て方精度の補正作業を行うので、最終的に精度が確保さ
れるまで数日間は必要となるから、それだけ工期も長びくことになる。
【０００５】
従って、本発明の目的は、駆動階先行上昇型建築工法の特長を活かし、仮設資材類及び手
間の削減と工期の短縮を図れる鉄骨柱の建て方精度の補正方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上述の課題を解決するための手段として、本発明に係る駆動階先行上昇型建築工法におけ
る柱の建て方精度の補正方法は、
駆動階１に引張材２の一端を固定し、前記引張材２の他端は柱の建て方誤差を補正する向
きに略水平方向に補正力を発生させる角度で既設の躯体３に固定し、前記駆動階１を若干
上昇させて、前記引張材２に発生する適度な張力と駆動階１の上昇力との合力を補正力と
して柱４の建て方誤差を補正し、しかる後、前記柱４と次上階床の梁鉄骨５を本接合して
固定することを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例の形態を図面に基づいて説明する。
図１は、建物のＮ階まで躯体３の建築を完成した後、このＮ階の躯体３の床上で次上階床
（Ｎ＋１階）の梁鉄骨５を組むなど躯体の建築を進める段階を示している。前記躯体３か
らは上方に略垂直に複数層分の鉄骨柱４が建てられ、該鉄骨柱４に反力をとり上昇するプ
ッシュアップ装置６が駆動階１を先行上昇させるように取り付けられている。次上階の梁
鉄骨５等の組立てをＮ階の本設床の上で完成した後は、駆動階１に直接、吊具７によって
吊り下げた形で駆動階１を上昇させることにより前記梁鉄骨５等をＮ＋１階位置へ持ち上
げ、前記鉄骨柱４と仮接合する。
【０００８】
梁鉄骨５の本接合の前に、前記したように、先行して建てられた鉄骨柱４の垂直精度をト
ランシット等により確認する。そして、建て方誤差が発見されたときは、まず駆動階１に
予め取り付けてあるブラケット８に引張材２の一端を固定し、前記引張材２の他端は鉄骨
柱４の建て方誤差を補正する向きに略水平方向の補正力を発生させる角度で既設の躯体３
に用意したブラケット８に固定する。前記引張材２にはワイヤ、鋼棒等が使用され、建て
方誤差の状況に応じて複数本使用する。しかる後に、前記駆動階１を若干上昇させると、
その上昇力に伴ない前記引張材２に相応の引張力が発生する。その結果、前記上昇力と引
張力との合力が略水平方向に発生し、前記合力が補正力となり駆動階１を介して建て方誤
差のある鉄骨柱４がその誤差を解消する方向へ押しやられる。従って、前記トランシット
等で監視しながら、当該鉄骨柱４の建て方誤差が零になるまで駆動階１の上昇をつづける
ことにより、鉄骨柱４の建て方精度の補正が達成される。かくして建て方誤差を補正され
た鉄骨柱４は、仮接合してある梁鉄骨５と本接合することにより補正した状態をきっちり
固定できる。補正作業の終了後は、駆動階１を元の位置まで下降させ、引張材２を撤去し
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、再び建築作業を進めることになる。以後、同様な工程を繰り返すと、鉄骨柱４の建て方
誤差を解消しつつ建物の建築が高精度に進むのである。
【０００９】
図１は全ての鉄骨柱４が駆動階１を介して一気に補正される構成であるのに対し、図２は
建て方誤差の方向が共通しない右端の鉄骨柱４は駆動階１に届かない長さとし、もって補
正作業の影響を受けない構成とした実施例を示している。
つまり、本発明の補正方法は、複数本の鉄骨柱４の補正を駆動階１を介して一気に行える
が、誤差の内容によっては、誤差が共通する鉄骨柱４を選択して補正することを特徴とす
る。
【００１０】
【本発明が奏する効果】
　本発明に係る駆動階先行上昇型建築工法における柱の建て方精度の補正方法は、複数の
鉄骨柱の垂直精度を駆動階を介して一気に補正できるから、使用するワイヤの本数は柱の
本数に比例せず、少数でよく、また は必要ない。よって手間が掛からず、
それに伴い工期の短縮を図れる。また、 等の仮設資機材は不要でありコス
トの削減に貢献する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のプッシュアップ装置の正面図
【図２】異なる実施例を示したプッシュアップ装置の正面図
【符号の説明】
１　　駆動階
２　　引張材
３　　躯体
４　　柱
５　　梁鉄骨
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